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の超高速処理のためには空間領域での 2次元並列性を利用することが有効であり、そのためには時系列信号と 2 次元
空間信号との聞の超高速次元変換が必要不可欠な技術となる。本論文では、超高速時系列信号を 2次元空間信号に超
高速に変換し、 2 次元空間領域で並列処理を施した後、再び超高速時系列信号に変換する超高速次元変換システムを





















る。この信号展開システムを用いて、超高速時系列信号から 2 次元空間への変換、 2 次元空間面上での超高速
並列処理、および 2 次元空間信号から時系列信号へ再変換の実証実験を行っている。
(4) 光中継器の重要な機能である光ファイバーの長距離伝播による未知の分散した光信号の分散補償のために、信
号展開システムが応用可能であることを新しく見出し、従来にない画期的な手法を提案している。未知の分散
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した光信号の分散補償のために、展開した 2 次元空間分布を直接制御可能であることを利用し、従来の電気的
な処理を全て光で置き換えることにより超高速な分散補償機能を実現している。原理実証実験により、未知の
分散したパルスの時間補正が可能であることを実証している。
以上のように、本論文は、画像伝送システムを実現する有効な手法の一つで、あると考えられる。本論文では、 2 次
元空間パターンを画像として一般化することにより画像伝送システムに着目しているが、本来時空間光情報処理技術
は、超高速時系列信号と 2 次元空間並列信号との超高速次元変換を必要とするあらゆるシステムへの適用が可能で、あ
る。今後は、光ファイパー通信全体に必要となる光信号の超高速制御が必要なシステムへの応用が期待で、きる。これ
らの成果は、応用物理学、特にフォトニック情報工学の発展に寄与するところが大きい。よって卒論文は博士論文と
して価値のあるものと認める。
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